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はじめに

課題

•平成26年、約70年ぶりに蚊が媒介する感染症の「デング熱」が国内
発生しました。一方で、日本では、蚊の対策がほとんど行われていま
せん。

•グローバル化の進展により、海外との交流が盛んになっているため、
蚊が媒介するウイルスが国内に流入する機会が増えています。

•平成28年内閣府全国世論調査によると、多くの人が「蚊の対策につ
いて知りたい」と答えています。

対策

•平成27～28年度、国立感染症研究所昆虫医科学部の協力の下、蚊
の調査や対策を進めました。

•平常時における蚊を減らす方策について普及啓発するため、上記の
調査で判明したことや一般的な対策を踏まえ、本ガイドラインを作成し
ました。

メリット

• 蚊が少なくなれば、蚊媒介感染症の発生リスクがさらに
低下します。

• 蚊が少なくなることは、快適な環境づくりにつながります。
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Ⅰ 基本的な考え方
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１ 蚊が少ない環境実現のために

蚊が少な
い環境の
実現

適切な対策
の実行

基礎知識の習得

管理者のやる気と

関係者全員の意識の向上

現場を見て回り現状を認識

・公共施設などでは、管理者が、新鮮な気持ちで現場を見て回るなど現状を認
識して、蚊を減らす強い決意を示すことが重要です。

・基礎知識を習得し、対策の必要性を理解した上で、適切な対策を実行すれば、
蚊が少ない環境を実現できる可能性があります。

・地域でも、一人一人の意識の向上と習慣化に結びつく取組を行うことが望ま
れます。

蚊が少な
い環境の
実現

適切な対策
の実行

基礎知識の普及

地域住民の意識の向上

公共施設など 地 域

相互に影響
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蚊

防除

幼虫の生
態を利用

成虫の生
態を利用

天敵の

利用
物理的な
方法

薬剤の適
正な利用

知識の習
得と意識
の向上

地 域公共施設など
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Ⅱ 基礎知識
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１ 蚊媒介感染症とは
（デング熱、チクングニア熱、ジカ熱）

• 海外から病原体であるウイルスが入ってくること
で、国内発生が危惧されているのは、デング熱、
チクングニア熱、ジカウイルス感染症（ジカ熱）

• この感染症のウイルスは

人→蚊→人 で感染

• ウイルスを媒介するのは

ヒトスジシマカ

• 蚊を減らせば、感染リスクが

低下

蚊 蚊

ウイルス

ヒト

ヒト

図：国立感染症研究所 昆虫医科学部提供
9

※今のところ、この感染症のウイルスは、
国内には定着していないと考えられて
います。



蚊が多い場所では

• 肌を露出しないよう、長袖、長ズボンを着用しま
しょう。

• 素足でのサンダル履きを避けましょう。

• 白など薄い色のシャツやズボンを選びましょう。

• 肌が露出する部分には虫除けスプレーなどを使
用しましょう。

– 足首、首筋、手の甲などにも注意

– 虫除けスプレーは汗で流されることに注意

• 蚊取り線香などを使って蚊を近づけないようにし
ましょう。

• 家の中に入ってこないよう、網戸などを利用しま
しょう。

２ 蚊に刺されないために

10

デング熱などの予防には、蚊に刺されないことが重要です。

虫
除
け



３ ヒトスジシマカの特徴
成 虫 幼虫（ボウフラ）

生
息
場
所

・民家の庭、公園、墓地等の茂み等
・主に屋外
・比較的低いところにいることが多い。
・太陽光が良く当たる場所や、風通しの良い場
所にはいないことが多い。

・比較的小さい容器に発生（池や流れのある用水などには
発生しない。）

・腐った木の葉等が浮いているような、少し濁った小さな
水たまりの中で生息する。（きれいな水にはいない。）

・太陽光が良く当たる場所にはいないことが多い。

活
動
・50～100 mの範囲で吸血しながら移動（林の
中であれば、数日かけて数百m移動可能）

・発生した水たまりの中で成長（幼虫と蛹は水の中でしか
生きられない。下図 ）

栄
養
源
等

・花の蜜等を栄養源とする。
・雌のみ産卵前に吸血する。
・朝方から夕方、屋外で吸血することが多い。
・ヒトを好んで吸血するが、その他の多様な動
物種も対象とする。

・吸血はしない。
・腐った木の葉等を栄養源とする。

そ
の
他
特
徴

・雌成虫の寿命は30～40日
・都市部によく見られるヤブカで、背中（中胸
背板）にある一本の白い筋が大きな特徴。脚
に白い班がある。

・人や動物の呼吸、におい等に引き寄せられる。
・黒系統の色を好む。

・夏場は産卵後２日で幼虫に、その後10日ほどで成虫にな
る。

・通常は呼吸のため水面近くで泳いでいるが、震動や光に
反応して素早く潜る。

・くねくねとうねるように泳ぐ。（アカイエカは立つよう
に泳ぐ。）

・濃い塩分に弱い。
・金魚やメダカなどが天敵

図：国立感染症研究所
昆虫医科学部提供
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発生する蚊
ヒトスジシマカやアカイエカ

発生する蚊
コガタアカイエカやハマダラカ

池や水田にはヒトスジシマカはいません。

（本ガイドラインの対象外）

屋外の小さな水たまり：対策の中心

写真：国立感染症研究所 昆虫医科学部提供

４ 幼虫（ボウフラ）がいる場所
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周囲に比べ、日当たりが悪く、じめじめしており、低木や雑草、遮蔽物などで風通しが悪

い、蚊が止まって休息できる場所

５ 成虫がいる場所
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１cc程度の水
が10日間ほど
残っていれば、
成虫になるこ
とができます。

☆小さな水たまりがない状態を保つのが理想的
（ふさぐことや定期的な水捨てなども検討）

☆蚊は、相対的に過ごしやすい環境のところを選
んで潜んでいます。

バケ
ツ

① 蚊の発生源

② 蚊の潜み場所

③ 蚊の移動

風通しや日
当たりが良
い方が蚊は
少ないです
よ。

殺
虫
剤

身を隠すも
のがなくて
も、100ｍ
くらい移動
できます。

☆成虫はある程度の距離を移動します。少々水
たまりをなくしても、別の水たまりを探して産卵
します。やって来る成虫を退治するだけでは蚊
は減りません。できるだけ広い範囲で多くの水
たまりをなくすことが理想です。

林や藪など
を伝って、
遠くまで移
動できます。

1週間に1度

水を捨てれ
ば、成虫に
なれません。

バケ
ツ

（敷地）

できるだけ
広い範囲で
多くの発生
源を絶つの
が理想で
す！

バケ
ツこの間バケ

ツを片付け
たのに～

我々にとっ
て相対的に
快適なとこ
ろを選んで
潜みます。

６ 蚊防除のために重要な３つの生態的特徴

14

比較的低
いところ



【参考】幼虫発生源発見のためのヒント
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雨水マス、排水マス

古タイヤの内側

植木鉢の水受け ビニールシートのシワ

お墓の水鉢、花立

岩の窪み

バケツ

室外機の排水の
溜まり水

竹の
切り
株

樹洞

立てた空き瓶

詰まった雨樋

落ち葉の溜
まった水たまり

地面に埋め
込まれた
ポール穴

詰まった溝

（フタがずれて
いるなど、成
虫が侵入で
きるもの）

幼虫が見つかる場所の特徴
・少量でも、１週間以上水がたまっている。
・腐った木の葉などの有機物のため、少し濁っている。

・日光が当たりにくい場所にあったり、太陽熱を吸収しにくい素材でできていることに
より、水温が上がりにくい。
・赤虫（ユスリカの幼虫）など、他の昆虫が発見されることがある。

蚊の気持
ちになっ
て探すの
がコツで
す。



主な発生源（例） とるべき対策 特徴的場所

普
段
目
に
す
る
場
所

雨水マス、排水マス、テント用ポール穴

木の洞、落ち葉の積もった窪み

屋外の静置物、手水鉢、植木鉢の受皿

・蚊が侵入できない程度
の網でふさぐ

・コンクリートや土で埋め
られるのなら埋める
・撤去を検討する
・定期的な（週1回）水の
除去、幼虫の除去
・ＩＧＲ剤の使用

土の多い公園
庭園
庭先
施設の駐車場

盲
点
に
な
り
や
す
い
場
所

放置されたビニールシート、用具類、タイヤ

流れない溝、室外機の排水のたまり

詰まった雨樋、竹の切り株、墓の水鉢・花立

・放置物は撤去する

・流れない溝や詰まった
雨樋は定期的な清掃

・古タイヤは水抜き穴を空
ける、コップ半分程度の
塩を入れるなど

・竹は、できるだけ水がた
まらないように、節の上
から切る。難しい場合は
コンクリートや土で埋め
るなど

施設
公園
庭園
建物の裏

【参考】発生源と対策の例

※ＩＧＲ剤：昆虫成長制御剤。昆虫に特有の脱皮や変態を妨げ、
最終的に殺虫効果を現す薬剤。ほ乳類や魚類に対する毒性は
低いが、用法用量を守って使用する必要がある。業務用だった
が、一般向けの販売も開始された。
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Ⅲ 具体論
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調査の結果、蚊が少なく、特に対策の必要がない場所があることも分かり
ました。（でも、これは、調べてみて初めて分かることです・・・。）

１ ヒトスジシマカの一般的な発生状況（調査結果から）
【公共施設など】

• 成虫は、春から夏にかけて急増し、秋にかけて急減する。

• 同じ施設内でも、場所によって成虫密度が異なる。（高いところと低いところが
はっきり区別できる。）

• 成虫の密度が高くなる時期ほど、広い範囲で成虫が捕獲される。

• 幼虫の発生場所と、成虫密度が高い場所は一致しない。

• 敷地内に幼虫の主要な発生場所があるとは限らず、周囲の住宅地などから飛来
していると考えられることも多い。

• 普段一般の人が立ち入らない管理者用スペースなどで発生源が見つかることが
多い。

• 発生源は固定的ではない。（状況により、水たまりができたり、なくなったりする。）
100％発見することは容易ではない。

【住宅地など】

• 個人住宅の庭や墓地などでは、高い割合で発生源が見つかる。個人住宅では、
庭先のしまい忘れたバケツなどの小さな水たまりが主な発生源となる。

18



H27年度調査結果 岡山空港

• 成虫は一様に分布している訳ではない。

• 成虫が多く捕獲される地区と幼虫が多く捕獲される地区は
一致しない。

岡山県健康推進課

→蚊は発生した場所
から吸血に適した
場所へ移動してい
る。

【参考】

19

成
虫
捕
獲
数
（匹

/８
分
間
）

幼
虫
等
捕
獲
数
（匹
）



２ 蚊は地域と施設で対策を

公園などの公共施設

蚊は、発生した場所から１００ｍ程度の範囲で、吸血に適した
場所を求めて移動します。（林の中であれば、数日で数百m移
動することもできます。）

施設だけでなく、地域全体でも意識を高め、蚊防除に取り組む
ことが望まれます。

特定の施設
内だけに発
生源があると
は限りません。

敷地内の発生
源を片付けた
のに、まだい
るよ～

バケ
ツ

バケ
ツ

相互に影響
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３ 対策の選択

公共施設など
個人や団体による明確な管理

自治会など
複数の個人の集まりによる管理

類型
（例）

都市公園、庭園、公共施設、墓地
等・・・・

住宅地、墓地等・・・

キーポ
イント

・管理者の強い意思決定

・従業員等に対する教育による共
通認識

↓

目標を立て、それを達成する
ために様々な手法を試みる、
戦略的な対策の実行

・地域への知識の普及と意識付け

↓

一人一人の意識の向上を図ること
により、蚊を発生させない行動習
慣を地域に根付かせる

本資料
掲載の
主な参
照箇所

・「Ⅱ 基礎知識」「Ⅲ 具体論」「Ⅳ 実
践 １」の内容

・「Ⅴ 資料編」の「各実証箇所の調査
データ」「施設における対策記録表
（例）」「生息調査の方法（中間ガイド
ライン）」

・従業員教育用には、上記の他「啓発
用チラシ」「地域向け啓発用ポス
ター」「小学生向け環境学習用教材」

・「Ⅱ 基礎知識」「Ⅲ 具体論」「Ⅳ 実践
２」の内容

・「Ⅴ 資料編」の「啓発用チラシ」「地域向け
啓発用ポスター」「小学生向け環境学習用
教材」

・巡回指導を行う場合、「Ⅴ 資料編」の「生
息調査の方法（中間ガイドライン）」
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４ 施設管理者・市町村の責務

• 万が一感染症が発生した場合は、社会的な影響が大きいことに加え、蚊
の発生を抑制することは、施設の環境の快適化にも資することから、多く
の人が利用する施設の管理者は、自らの責任を認識し、蚊の防除につい
ても主体的に取り組むことが求められます。

• 施設管理者は、管理に必要な資材の備蓄や使用に責任を持つ必要があ
ります。

• 感染症発生時の殺虫剤散布等については、法律上一義的には施設管理
者が実施します。難しい場合は、市町村又は県が実施します。
（感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律）

【国立感染症研究所 「デング熱・チクングニア熱等蚊媒介感染症の対応・対策の手引
き 地方公共団体向け」より】
蚊媒介感染症に関する特定感染症予防指針においては、「リスク評価の結果注意が
必要であるとされた地点（以下「リスク地点」とする）」において、ヒトスジシマカの発生状
況の継続的な観測や媒介蚊の対策等を実施することとされている。リスク地点における
平常時のヒトスジシマカの発生状況の継続的な観測については、実行可能性の観点か
らも、施設等の管理者（私有地である場合は所有者または管理者）が主体的に行うこと
が望ましいが、自治体は、当該地点の選定や継続的な監視方法、媒介蚊の対策等に
おいて、管理者に対して支援を行い、連携して実施する。 22



【参考】「リスク地点」について

国立感染症研究所 「デング熱・チクングニア熱等蚊媒介感染症の対応・対策の手
引き 地方公共団体向け」では、次のような考え方が示されています。

平成27～28年度に行った調査は、この考え方によらず、「多くの人が利用する施
設」と「地域」という観点から調査対象を選定しました。

施設管理者は、自施設が上記「リスク地点」に該当すると判断した場合は、定期的
な蚊の生息調査を自ら実施し、継続して状況を把握しておくことが望まれます。

具体的には、以下の２つの項目に該当する管内の屋外の施設（観光施設、寺社、公園、イ
ベント広場等）があるかどうかを検討する。
①ウイルスの流入機会：成虫の活動時期である５月中旬から10月下旬にデング熱・チクン

グニア熱・ジカウイルス病の流行地から多くの人が訪れることが予測されるかどうか。
（注：同流行地からの人であるかどうかの特定が難しい場合は、単に外国人観光客が多
いということで代用することもやむを得ない）

②感受性者の曝露機会：長時間滞在する者や頻回に訪問する者（例：ジョギング、犬の散
歩等）が多いかどうか。または、５月中旬から10月下旬に大勢の人が集まるイベント等が
開催されることが多いかどうか。

上記①と②の２つの項目にともに該当する施設があった場合は、蚊の生息好適地（幼虫発
生源及び成虫の潜み場所）があるかどうかも加味して、総合的にリスク地点を決定する。
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Ⅳ 実践
１ 公共施設などでの取組
（管理者が明確な場合）

24



・公共施設などでは、管理者が蚊を減らすことについての強い決意を示すことが重要です。

・基本的知識を習得し、対策の必要性を理解した上で、適切な対策を実行すれば、蚊が少
ない環境を実現できる可能性があります。

・目標水準を設定し、目標を達成するためには、その施設に適した方法を見つける必要が
あります。そのためには、調査を行い、様々な手法を試したり組み合わせて試すなどの戦
略的な対策を実施することが望まれます。公共施設などでは、戦略的な対策の実施が、中
心的課題となります。
・まずは、新鮮な気持ちで敷地を見て回り、現状を認識することから始めましょう。

（１）蚊が少ない環境実現のために
蚊が少な
い環境の
実現

適切な対策
の実行

基礎知識の習得

管理者のやる気と

関係者全員の意識の向上

現場を見て回り現状を認識

公共施設など

25



（２）適切な対策の実行のための基本的サイクル

⑤対策の効果検討と必要に
より新たな対策の実施

①生息調査

②目標水準の設定③対策の検討と実施

④生息調査

サイクルを繰り返すことにより、目標水準の達成を目指します。
全ての措置について記録をとり、事実に基づいて検討することが望まれます。

目
標
水
準
の
達
成
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（３）生息調査を行う理由（戦略の立案）

• 蚊の消長を把握
いつ頃ピークか、ピークはどれくらいの密度か。

• 蚊の多い場所を把握
一様に分布しているわけではありません。
成虫の多い場所と幼虫の多い場所は一致しません。

• 幼虫の発生源が分かれば、根本的な対策につなげる
ことができます。

• 立てた目標水準を達成するための戦略立案の基礎
データとして利用できます。

合理的で効果的な対策につながります。

27



（４）調査の方法（詳細は「Ⅴ 資料編」参照）

• 成虫

• 幼虫

８分間人おとり法

一定の間隔で設定した調査ポイント（定点）に調
査員が立ち、８分間の間に自身を刺しに来る蚊を
全て捕獲する方法により実施し、種類や雌雄の別
について記録します。雄の割合が多ければ、発生
源に近いと言われています。

雨水マスの場合、四隅の水を一定量柄杓で
すくい、バットに移して幼虫や蛹がいないか目
視で確認し、種類、数を記録します。柄杓が使
えない一部のポイントについては、先端をカッ
トして幼虫などを吸えるようにしたスポイトを利
用します。

☆5～10月 毎月１回程度実施

☆調査ポイントが少なければ、５～10月 毎月１回程度実施
（少なくとも６～７月に１回、全ての調査ポイントについて実施）

28



（５）目標水準の考え方

• 蚊成虫の生息密度は、気候や季節、地域、地形な
ど様々な要因により異なります。県内一律的な目標
水準を設定することはできません。

• 年間トータルの密度を減らす、ピーク時期の密度を
減らす、蚊が集中する場所の数の減少を目指すな
どの目標が考えられます。

• 現状を把握して検討することが重要です。（岡山県
や国立感染症研究所が実施した生息調査のうち、
自分の施設や地域と似ているところの結果を参考
にすることもできます。）

29



（６）目標水準の例

• 自施設で生息調査を行ったり、県などが実施した調
査対象箇所のうち、自施設の環境に似た施設の結
果を参考に検討しましょう。

例１）成虫の平均密度から検討
– １年間調査を実施し、その半分になることを目指す

– 県などが実施した調査結果を参考にし、自施設に似た施設の半分以
下を目指す など

例２）成虫が最も多い時期の平均密度（ピーク）を下げること
を検討

例３）成虫が集中する場所の数から検討
– 成虫が集中する場所（仮に密度１０匹以上/８分間とする）が、現状の
半分になることを目指す

など
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（７）蚊防除対策の実施

• 調査の結果判明した状況に応じた対策の立案
（戦略）が必要です。

• ただし、蚊の発生状況は、年によって変わります。
蚊が多い場所も草木の育ち具合や草刈り、剪定
作業などで季節的にも変化します。このような変
化に常に注意して、適切な時期に適切な場所に
対して、対策を考える努力が必要です。
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（８）蚊防除の方法の基本

• 幼虫
発生する環境の除去、発生の物理的妨害、ＩＧＲ剤
と呼ばれる薬剤等による羽化の防止（蚊の数を減ら
す抜本的対策）

• 成虫
成虫が潜みにくい環境への改善（ただし、蚊を殺す
わけではなく、移動するため、抜本的対策とはなり
ません。）

• 可能な範囲で生息調査を行い、科学的に検討

• 発生源に対する対策（＝幼虫対策）が中心

• 様々な手段を組み合わせて対処
32



（９）蚊防除の方法

蚊の生態を利
用した防除

• 幼虫対策 水たまりの除去・週１回の水の除去

• 成虫対策 剪定など隠れる場所の減少

物理的な防除

• 幼虫対策 網等でふさぐことによる水たまりへの産卵の妨害

• 成虫対策 網等でふさぐことによる発生源からの拡散防止

化学的な防除

• 幼虫対策 ＩＧＲ剤の使用、殺虫剤の使用

• 成虫対策 殺虫剤の使用

薬
剤
に
頼
ら
な
い
対
策

必
要
最
小
限
の

薬
剤
の
使
用

労力や費用対効果など総合的な検討が必要です。
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【参考】蚊防除対策の費用（Ｈ27・28）
ヒトスジシマカ雌
各月平均捕獲数
の合計（匹/８分
間）（６～10月）

対策の概要 費用
（千円）

H27 H28

岡山空港 17.5 16.4 雨水のたまる窪みへのセメントつめ（２回）
ＩＧＲ剤処理（１回）（１ｇ錠剤×マス等のべ41箇所）
屋外の灰皿撤去

６
２
－

県庁舎 1.6
（雌雄）

－ 特になし

倉敷美観地
区

1.1
（雌雄）

－ 特になし

後楽園 9.5 9.8 ＩＧＲ剤の使用（９回）（0.5ｇ錠剤×マス等のべ304箇所）
雨水マス、排水溝の清掃
不要品の撤去

４
－
－

天神山文化プ
ラザ・県立美
術館

－ 23.9 ＩＧＲ剤の使用（４回）（液状1,000g×２袋 緑地帯、マス等のべ
６箇所）
除草剤散布
草刈り、樹木の剪定、不要品撤去、落ち葉集め

３９

５
－
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※県調査事業の実施箇所のうち、従来から維持管理作業として行われてきた措置
を除いた、蚊の対策として実施された内容です。あくまで、調査の過程で実施さ
れたものであるため、十分な対策だったかどうかは検証できていません。



幼虫対策

（10）対策選択のための考え方の例① （蚊の数からⅰ）

施設内において、幼虫・成虫ともに蚊が何月ごろ、どこで多いか（どのように増えていくか）
分かっている。

・水たまりをなくす
・不要品の撤去
・週に１回水を捨てる
・発生源に網を張る
・天敵の利用

ＩＧＲ剤や、即効性のある幼虫用殺
虫剤の使用

成虫対策

•下草刈りや比較的低いところの木の剪定
を行い、風通しを良くする、蚊が潜む場所
をなくすなど環境の改善を試みる。

•環境を改善しないところをあえて残し、そ
の場所のみに集中させる。

できる範囲で蚊の生息調査を実施する。
また、下記の「薬剤に頼らない対策」を実行する。

幼虫の発生場所が調査ポイントの
○○％を超えて大きく拡大している。

薬
剤
に
頼
ら
な
い

対
策

必
要
最
小
限
の

薬
剤
使
用

基
準
例

は
い

いいえ

イベント開催などで一時的に蚊を減らす必
要があるとき

35

専門業者に依頼し、殺虫剤を散布する。

感染症発生時などの緊急時対策は、本
ガイドラインの対象にしていません。



対策選択のための考え方の例② （蚊の数からⅱ）

着目点の例 対処方法の例

成
虫

生息密
度と空
間的分
布

偏在しているか。 ・蚊が多い場所が限られているなら、その場所に人が近づかないよう
に注意喚起する。
･必要最小限の殺虫剤散布を検討するとともに、発生源を探索する。

全体的に多い
のか。

・発生源の探索を徹底し、発生源の対策を行う。

・蚊が潜みやすい環境とそうでない環境を作り出し、わざと限られた場
所に偏在させ、蚊に刺される可能性を減らす。

季節的
消長

通常、いつから
増え、ピークは
いつで、いつか
ら減るか。

・通常のピーク前に成虫が多い場合は、新たな対策を検討する。

・通常のピークを過ぎている場合は、様子を見るのも一つの考え方で
すが、清掃など、翌年に幼虫が増えないような措置を優先して実施
する。

幼
虫

発生源
の空間
的分布

捕獲される場所
はどこか。偏在
しているか。拡
大傾向か。

・雨水マスなど固定設備の場合、物理的対処として網による成虫の侵
入防止措置や、ＩＧＲ剤など必要最小限の薬剤の使用を検討する。

・固定されていない発生源の場合、片付ける、定期的に水を捨てるな
ど幼虫が生息できない環境に改善する。
・判明していない発生源を探す。（発生源が分からないことも多い。）

発生源
の環境

水の流出入は
あるか。

・雨水マスなど、固定設備で水の流出入が多い場合、ＩＧＲ剤投与の頻
度を高めるか、網による成虫侵入防止など、物理的措置を検討する。

・幼虫が押し流されて特定の場所に滞留していると思われる場合は、
流された先での措置（定期的にすくいとる等）を検討する。

泥水か。 ・ＩＧＲ剤は、泥と結合し、効果が低下する恐れがある。
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対策選択のための考え方の例③（季節的な視点から）

• 雨で水たまりができやすい時期の前に、不要品の撤去や落ち葉の清掃などを
実施
→ 発生源となり得る小さな水たまりができる可能性を減らす。

• 早めのＩＧＲ剤の使用（ただし、梅雨時など、降雨が続いているときは、水の入
れ替わりが激しいことを考慮する必要があります。）

• 成虫が増える前に剪定などを行い、蚊が潜みやすい環境を減らす。

• 発生源の特定が困難な場合は、ピーク前に広めのエリアに対し殺虫剤を散布
することや、特に成虫が集中する場所に複数回殺虫剤を散布する。（ただし、
環境への配慮や専門業者に依頼する必要があります。）

秋～冬

• 樹木の剪定

• 落ち葉の清掃

• 雨水マスの調査

• 放置された人工容器の除去
と清掃

• ゴミ置き場の清掃

春

・幼虫の発生した雨水マスへ
のＩＧＲ剤等の適正な使用や
水抜き

・幼虫発生源の除去と清掃

夏

• 幼虫発生源の除去と清掃

• ＩＧＲ剤の適正な使用

• 下草刈り

卵→幼虫→成虫→無数の卵と、世代が進むにつれ、加速度的に数が多くなります。

したがって、ピークとなる時期の前に対処すれば、ピークを下げられる可能性があ
ります。
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対策選択のための考え方の例④（相乗効果を狙って）

水たまりを
できるだけ
減らす

残った水た
まりへの処

置

大きな
効果

・水たまりをふさぐ、なくす
↓

蚊の発生を防ぐ
ＩＧＲ剤の 「罠」にかかる率を上げる

・ＩＧＲ剤を効果的に使用
・定期的に水を捨てる
・網ですくう など

↓
罠として機能

例１）

38

剪定をし、
一部わざと
茂みを残す

残った茂み
への処理

大きな
効果

・蚊が潜伏に適した残った茂みに移動
↓

茂み以外の蚊の密度を減らす

・わざと残した茂みに、定期的に、蚊
を退治する処置

↓
罠として機能

例２）



（11）重要：カバー率（実際に対処できている率）を
意識しよう！

• 蚊の発生源に対する措置は、カバー率を考えながら実施しましょう。

→ 発生源を100％見つけることは容易ではありません。措置をしているつ

もりでも、多数の発生源が残っているなら、目に見える効果は少なくなり
ます。

（措置前）
水たまり50個（うち気付いていない水たまり10個）

（措置後）
30個対処＝75％対処（のつもり）

（実際）
ＩＧＲ剤の効果が100％あったとしても、60％しか対

処できていない！

実際には、投与時の状況等により、ＩＧＲ剤の効果
が100％見込めないこともある。

↓
努力の割に、目に見える効果が少ない

蚊の対策には、地道な努力が必要ですが、隠れた存在があることを
前提に、真の発生源に対しどれくらいカバーできているかを意識して
みることも必要です。逆に言えば、隠れた水たまりを見つけ出す努力
（定期的な監視など）が求められます。
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こっちに
卵を産め
ばいいも
んね～

←ふさいだ水たまり（５）

←ＩＧＲ剤を入れた水たまり
（25）

←存在には気付いているが
未処置の水たまり（10）

←未発見の水たまり（10）

（50個の水たまり
のイメージ）



方 法 期待できる効果 留意事項

剪定作業 部分的に成虫の
密度を減らす

・蚊が移動する（総数は減らない）
・蚊が集中する場所を意図的に作り出すことも可能

殺虫剤散布 部分的、一時的に
成虫の密度を減ら
す

・効果は一時的
・高度な技術が必要
・過剰な散布を避けるなど、環境・周辺への配慮が必要
・感染症発生時の対応や、イベント開催時の一時的な抑制などには有効

発生源（水たまり）の
除去

蚊の発生数の抑
制

・常に新しい発生源ができていないか監視が必要であり、作業者の確保など、
それを可能にする仕組みづくりや、作業者のモチベーションの維持が重要
・バックヤード等が盲点になりやすい
・少々の対処では効果がない

雨水マス等へのＩＧＲ
剤の投与

蚊の発生数の抑
制

・水質や水の流出入の状況、投与後の天候等に応じ、投与頻度等調整が必
要
・タイミングが合えば、比較的安価簡便に効果が見込まれる
・他の発生源の除去をしっかり行えば、効果が高い可能性がある
・安全性の高い薬剤だが、用法用量を守り、他の水棲生物などに配慮した使
用が必要
・長期間継続して使用すれば、薬剤に耐性を持った蚊が発生する恐れがあ
る

降雨後、雨水マスを
網ですくうなど、幼虫
の物理的除去

蚊の発生数の抑
制

・幼虫が流されて集まってくる傾向の高い雨水マスの特定が必要
・効果は未確認

状況に応じた、上記
方法の組み合わせ

蚊の発生数の抑
制

・相乗効果が期待できる場合があるが、確認されていない
・現地の状況に応じた検討が必要

広く地域で対策に取
り組む

周辺から飛来する
蚊の抑制

・周囲から飛んでくる蚊を減らすことができる
・地域の理解を得ることが重要

（12）蚊防除の方法の留意事項
（岡山県調査結果から考察）
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（13）公共施設などでの取組のまとめ

• まずは、敷地内を新鮮な目で見て回ることから始め
ましょう。

• 現状を把握し、状況に応じた対処方法を検討しま
しょう。

• 様々な方法を組み合わせて試みた方が効果が高い
可能性があります。また、カバー率（実際に対処でき
ている率）も考えてみましょう。

• 対策は、労力や費用対効果、環境負荷など総合的
に判断して選択しましょう。

• 施設外から飛来することも多いことから、地域一体
となった対応が望まれます。

国立感染症研究所昆虫医科学部助言の下、岡山県の実証事業
で試みられた方法などを元に取りまとめたものですが、必ずしも
効果を保証するものではありません。
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Ⅳ 実践
２ 自治会など地域での取組
（管理者が明確でない場合）

42



・地域でも、自治会単位などで、一人一人の意識の向上に結びつく取組を行うことにより、蚊
が少ない環境が実現できる可能性があります。

・特定の管理者が存在しないため、地域住民の意識の向上と、それによる日常生活への習
慣づけが、中心的課題となります。

（１）蚊が少ない環境実現のために

蚊が少な
い環境の
実現

適切な対策
の実行

基礎知識の普及

地域住民の意識の向上

地 域
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・でも、蚊に刺されたら、不快ですよね。

・むやみに不安がることはありません
が、感染症も心配ですよね。

・世論調査でも、蚊防除について知り
たいという意見は多いです。
・蚊が少なくなれば、快適ですよね。

（２）地域で取り組むことの重要性

蚊防除について、ニーズはあるし、地域でも取り組むべき！

→施設管理者は周囲の自治会などと協力して、実施すること
が望まれます。

自治会などには、自分たちのこととして、主体的に取り組む
ことが望まれます。

・蚊には人為的な境界は関係せず、ある程度の距離を移動します。

・周りから飛んでくるので、施設だけで取り組んでも、限界がありま
す。

・でも、一般の方は、「たかが蚊」の意識ではないでしょうか？

・一般の方は、蚊防除のための具体論が分からないのではないでしょう
か？
・だから、地域で取り組むと言っても、難しいのではないでしょうか？

H28内閣府実施 全国世論調査
（「ジカウイルス感染症に関する世論調査」）
問： 「ジカ熱について、どのような情報が知りたいと思いますか。」
（複数回答）
→答： 41.9％「蚊に刺されない対策や蚊の発生を抑える対策」

問： 「ジカ熱の予防対策として、国に望むことはありますか。」
（複数回答）
→答： 48.7％「蚊の駆除対策の推進」

46.8％「広報・啓発活動を通じた注意喚起」

44



（３）地域における蚊防除の方法の基本

• 家庭の庭先など身近な場所で、小さな水たまりを除
去すること

• 難しい場合は、１週間に１回水を捨てることの徹底

• 上記内容の意識付けと習慣化

45
国立感染症研究所昆虫医科学部
作成のポスターの一部



（４）意識の向上と習慣化を図るための方策の例

• 小学生を対象とした環境学習
→子どもを通じた家庭におけ
る意識の向上

• ポスターやチラシの配布
→地域全体での意識の向上

• ボランティアによる巡回指導
→発生源が具体的に分かるこ
とによる意識の向上

巡回指導

啓発用
資材配
布

小学生
向け環
境学習

地域全体での
意識の向上

様々な手段で働きかけ、意識の向
上と習慣化を図ることが対策の中心
です。
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（５）例①小学生を対象とした環境学習

イラストやクイズで子
どもを引きつける工
夫

H28.6.21 小学5年生を対象に国立感染症研究所
昆虫医科学部が実施 47

（子ども達の感想）

・蚊のことがよく分かり、興
味がわいた。

・蚊をやっつけるにはボウ
フラのときが一番。

・お父さんやお母さんと家で
じっせんしたい。



例②啓発用資材の配布

（ポスター配布時の感想）

・どういうことに気をつけれ
ばいいのか分かった。

・身近にこんなのがいると
思うと気持ち悪い。

H28.7 国立感染症研究所昆虫医科学部

作成のポスターを、環境学習を行った学区
の自治会に実験的に配布

48



例③ボランティアによる巡回指導

• あらかじめ、自治会で訪問先を選定し、訪問先に通知
• 数人を１グループとし、戸別訪問
• 10分程度、庭先の発生源を探索し、幼虫が発生していれ
ば、その場で示し、水を捨てるなど対処方法を説明

• 幼虫の発生源の例を知っていれば、探索自体は簡単に可
能

（巡回指導で聞かれた感想）
・目の前でボウフラを見つけても
らって、どういったことに気をつけ
たらいいのかよく分かった。

・昨年、植木鉢の受け皿に水をた
めっぱなしにしないなど教えても
らって、今年は気をつけている。
少し蚊が減った気がする。

国立感染症研究所
昆虫医科学部が環
境学習を行った学区
で実験的に実施

あれば便利な物：
柄杓、先を切っ
た樹脂製スポイ
ト、懐中電灯

49
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（６）地域での取組のまとめ

• 蚊防除に地域で取り組むことが重要です。

• 蚊防除に対する潜在的なニーズはあります。

• 地域での意識の向上と習慣化へ向けた働き
かけが大きな効果につながります。
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３ 総合的なまとめ

蚊

防除

幼虫の生
態を利用

成虫の生
態を利用

天敵の
利用

物理的な
方法

薬剤の適
正な利用

知識の習
得と意識
の向上

地 域公共施設など

51

残念ながら、どこにでも通用する統一的な方法はありません。また、単
独の対策では効果は限定的です。

環境やかけられる労力などを勘案して、様々な方法を組み合わせて
実施することが望まれます。
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【参考】 これからの岡山県の取組（予定）

生息調査をやってみようと思うのですが、詳しいやり方など、アドバイ
スをもらえませんか？

県では、調査のやり方など、技術的な相談に対応する相談支援員
を派遣する事業を実施します。

蚊防除について講座があれば受けてみたいのですが・・・？

県では、県民公開講座や、小学生向け環境学習などを通じて、蚊
防除について普及啓発を図っていきます。

詳細については、県ホームページなどでお知らせ
します。



Ⅴ 資料編
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資料編目次

• 各実証箇所の調査データ

• 施設における対策記録表（例）

• 啓発用チラシ

• 地域向け啓発用ポスター

• 小学生向け環境学習用教材

• 生息調査の方法（中間ガイドライン）
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成
虫
平
均
捕
獲
数
（
匹
/8
分
間
）

各実証箇所の調査データ

55

岡山空港（ターミナルビル、第１、第２駐車場付近）

※「総数」はアカイエカ等を含めた蚊類全般、「雌」「雄」はヒトスジシマカの雌・雄を示す。「集中する場所」とは、ここでは、敷地内の調査対象
ポイントのうち、10匹以上/８分間捕獲できたポイントの割合とした。

27年
総数 雌 雄 総数 雌 雄 総数 雌 雄 総数 雌 雄 総数 雌 雄 総数 雌 雄 総数 雌 雄

平均（匹/８分間） 1.0 1.1 0.5 0.3 6.0 4.1 1.9 10.4 5.9 2.6 8.1 7.0 0.3 0.0 0.0 0.0 26.6 17.5 5.0
集中する場所（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0 0.0 37.5 25.0 12.5 25.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0

28年
総数 雌 雄 総数 雌 雄 総数 雌 雄 総数 雌 雄 総数 雌 雄 総数 雌 雄 総数 雌 雄

平均（匹/８分間） 5.0 3.8 0.6 8.3 7.1 1.1 2.9 2.6 0.3 1.9 1.8 0.1 3.3 3.1 0.1 1.8 1.8 0.0 23.0 20.1 2.3
集中する場所（％） 37.5 25.0 0.0 37.5 37.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0

10月 年計

5月 6月 7月 8月 9月 10月 年計

未同定

5月 6月 7月 8月 9月

成
虫
平
均
捕
獲
数
（
匹
/8
分
間
）

【図】成虫の捕獲状況（27年５月は未同定）

H27

H28

※県健康推進課のホームページに他の実証箇所分を含めデータを掲載

※右図の丸数字は成虫の調査ポイントを表す



施設における対策記録表（例）

場所 対策（頻度、担当） 実施者署名 実施日 備考

全体 毎月第１月曜日、○○係は見回り
を行い、新たな発生源ができてい
ないか確認する。

管理ヤード
の水受け

毎週○曜日、○○係は水を捨てる

雨水マス ○月～○月、○○係はＩＧＲ剤を投
入する

措置：○番、○番

○○ 毎月第○曜日、○○係は見回りを
行い、不要品を撤去

・・・・・・・・・・・
・・

・・・・・・・・・・・・・

対策をとる場所を
明示

対策内容を設定し、
明示

点検や対策の実
施後、記録を残す

蚊防除対策記録表 第○版
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啓発用チラシ

57

※県健康推進課のホームページにデータを掲載



地域向け啓発用ポスター

58

※県健康推進課の
ホームページに
データを掲載

国立感染症研究所昆虫医科学部提供



小学生向け環境学習用教材

59※県健康推進課のホームページにデータを掲載

（ウイルス・病気編）

国立感染症研究所昆虫医科学部提供
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（蚊の生態編）

国立感染症研究所昆虫医科学部提供

※県健康推進課のホームページにデータを掲載



生息調査の方法（中間ガイドライン） 平成28年（2016年）２月作成

61

計８ページ

【項目】
１ はじめに
（１）中間ガイドラインとりまとめの経緯
（２）中間ガイドラインのねらい
２ 蚊の対策の責任
３ 参考になる文献
４ 蚊に関する基礎知識
（１）蚊媒介感染症について
（２）ヒトスジシマカの特徴

５ 調査方法
（１）蚊の生息調査の目的
（２）生息調査の実際
①成虫の調査方法
②成虫の見分け方
③成虫調査ポイントの選び方
④幼虫の調査方法
⑤幼虫の見分け方

（３）幼虫調査ポイントの選び方

６ 記録の方法
（１）調査地点のマッピング
（２）とりまとめフォームの例
７ 個人的防御法
８ その他の調査事項
９ 評価と活用

※県健康推進課のホーム
ページにデータを掲載




